
金沢市立大桑保育所② 
 

 
テーマ 
及び目的 

・収穫した大根を使って、年齢にあった方法で調理する。 
・異年齢児交流をする。 

対象及び 
参加人数 年少児 8 名 年中児 12 名 年長児 10 名 

実 施 日 平成 29 年 12 月 7 日(木)～8 日(金)  

実施主体 金沢市立大桑保育所 

会  場 ホール 

スタッフ 保育士 

内 容 等 

・年少児、年中児が近くのスーパーへ食材の一部を買いに行く。 
・年長児が大根を収穫する。 
・年少児はペットボトルキャップ、年中児はステーキナイフ、 
年長児は包丁を使って具材を切る。 

・異年齢グループで会食をする。 

成  果 

  
それぞれの年齢で、できることを考えて取り組んだ。 
買い物に行ったり、道具を使って食材を切ったりすることで、 
子どもたちが実際に携われたことがよかった。 
自分たちが切った食材を見つけて、 
異年齢の友だちと話しながら食べ、 
より食を身近に感じられたのでは 
ないかと思う。 
 

今後の課題 
感 想 等 

・これまでのクッキングの経験を生かして取り組むことができた。 
・年少児は初めて道具を使って、年中児は前回までとは違った道具を使って具

材を切る経験をした。年長児は、これまで同様、スティック状の野菜を包丁

で切り、スムーズに取り組むことができた。変化をつけて、もっと大きめの

形状の野菜を切る経験をしてもよかった。 
 
 

 


